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牛久市は令和８年６月１日に市制施行 40周年を迎えます。

牛久市議会は、これからもずっと皆さまの思いを市政に届けてまいります。
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体育館にエアコンを！体育館にエアコンを！
一般質問などでたびたび取り上げられてきた体育館へのエアコン設置が一般質問などでたびたび取り上げられてきた体育館へのエアコン設置が

ついに実現！ついに実現！

　小学校・中学校の体育館や校庭などにおける室外活動は、暑さ指数（WBGT）を基準に制限しており、近年の猛暑に
より体育の授業が実施できないケースが見られる。
　学校体育館は児童生徒の学習の場であるとともに、災害時には地域住民の避難所として使用する施設であることから、
空調設備整備を行うため、令和８年度は空調方式の検討や整備方針を定める設計業務を行い、令和９年度から段階的に
冷暖房設備の設置工事を行っていく。

小学校・中学校の体育館空調設備基本設計　１億58万円

　竣工から34年目を迎える、総合福
祉センターは外壁の脱落や雨漏りなど
老朽化が進行しており、計画的な改修
が必要な状況となっている。
　令和６年度の社会福祉協議会等の事
業所の利用者および一般利用者の延べ
数は75,344人となっており、今後も
安全に利用できるように施設機能の維
持・改善を図るため改修を行う。令和
８年度は外部改修、令和９年度は外部
改修に加え内部改修を行う予定。

福祉活動や憩いの場である総合福祉センターをきれいに福祉活動や憩いの場である総合福祉センターをきれいに

財源の構成は？

総合福祉センターを改修する　２億3219万円

８年度は全体工事費のうちの４割程度の２億3200万円を計上している。
市の地域福祉基金から 2329万 7000 円を繰り入れ、残りは改修事業債
で賄う予定。９年度は未定だが、同じような構成になる見込み。

天井には雨漏りでできた染みができている

壁紙がはがれた事務室

全 13校に設置が完了するのはいつ頃か？
国の補助金の採択状況など現時点では工期は未定。
８年度は設計を行い、その後極力期間をかけずに段
階的に整備を行っていく予定。

補助金など財源の確保は？
空調設備整備臨時特例交付金は、断熱改修と空調整
備費用が補助の対象となる。これらの補助金を活用
して実施していくことを検討している。
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令和８年度一般会計予算　334億 7424万円

特集 新年度予算

将来への投資を積極的に進める将来への投資を積極的に進める
　　　　　　　未来志向の予算編成　　　　　　　未来志向の予算編成

可
決

前年度比　４億800万円増前年度比　４億800万円増

歳入の財源の割合

自主財源自主財源
（市税など）（市税など）

52%52%

依存財源依存財源
（国庫支出金など）（国庫支出金など）

48%48%

　自主財源とは、市税や固定資産税など自主的に収入し得る財源をいい、依存財源とは、国や県の決定により交付
または割り当てされる収入のことをいいます。自主財源が多いほど財政が安定していると言えます。

牛久沼活用事業の内容は。
牛久沼の水面を利用した遊び・体験などを中心とし
た、市民参加型のイベントを予定している。

スポーツ協会等の冠大会の記念事業交付金の内容は。
各団体へ冠大会実施希望の意向調査を実施したとこ
ろ、27団体より開催の申し出があった。交付金は
１団体あたり 10万円を上限とし、各大会の景品の
費用に充当してもらう。

予算常任委員会の質疑から

■ 40周年記念式典
■スポーツ協会・少年団冠大会開催
■連節バス運行事業
■第九コンサート開催
■牛久沼活用事業
■フォトコンテスト開催
■としょかんまつり講演会
■ 40周年記念給食実施
■なんでも鑑定団開催
■キューちゃん新デザイン公募

事業内容

増額の主な要因

■障害者・障害児給付費、総合福祉センター長寿命
化工事

■小中学校体育館への空調設置の設計費
■道路照明灯・公園照明灯の LED化更新
■清掃工場維持補修工事費

令和８年度の主な事業

■市制施行 40周年記念事業（1542万円）
■「親子特区‼うしく」の推進（757万円）
■小中学校の体育館空調整備基本実施設計（１億58
万円）

■牛久シャトー事業再生（770万円）
■公立保育園登園システム・電子版母子手帳アプリ
導入（856万円）

市制施行 40周年記念事業市制施行 40周年記念事業　1542 万円　1542 万円 ～ 40年のありがとうを未来へ～～ 40年のありがとうを未来へ～
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　３月 23 日から 25 日までの３日間にわたり、新年度予算について審査しました。市長をはじめ市執行部に出席いただき、
数多くの質疑を行いました。その中の一部をお知らせします。

新年度予算審査新年度予算審査ここが聞きたい！

企業誘致を促進する　534万円
　企業誘致は、新たな雇用創出や税収増加など地域の経済を活性化させる重要な手段であり、しっかりした財政基盤
を築くため工業団地の整備を行っていくことが大切です。

工業団地の開発可能性調査の内容は
令和８年度は区域の確定を目指した取り組みを想定している。令和７年度の調査で抽出された候補地の中から、可
能性の高い地区を対象として、地権者の人数や地目の種類などの土地の整理、及び各地権者が土地の活用にどの
ような意向を持っているか、アンケート等を活用して動向を把握する。また地区
を指定して説明会を実施する予定。
既に市内で営業されている企業に対しても、市外への移転を防ぐという観点から
も、用地拡大の意向など、改めてアンケートを実施する予定。

　令和６年度から開始した中学校の給食費無償化に加え、今年１月から小学校給食費の無償化を実施しています。小
学校は国からの交付金を活用しますが、中学校は市の一般財源で無償化しており、今後国による無償化が進むことが
期待されます。

令和７年第２回定例会において牛久市議会では国に対し、「中学校の無
償化の早期実施と既に無償化を実施している中学校給食費についても
無償化の対象にしてもらいたい」という内容の意見書を提出している。
牛久市教育委員会として、国へ無償化の対象となるような働きかけを
しているのか。
中学校給食費の無償化について、令和 7 年 11 月 19 日に国に対し、県
の市長会の要望として提出している。

小中学校の給食費無償化　２億 8882万円

うしくグリーンファームへの貸付金　1700万円
　市で出資設立したうしくグリーンファーム㈱は、市の補助金などにより赤字の補填をしながら経営改善を図ってき
ましたが、改善が厳しいと判断し農業部門から令和８年３月末で撤退しました。

会社の借入金について金融機関への返済の計画は。

農機具などの資産の売却についての考えは。

農業部門の撤退により会社本体の営業収入がなくなることから、金融機関への返済はもとより、農業部門の整理
期間中の運営経費の捻出ができない状況になり、経営に影響を及ぼす恐れがある。この状況を回避するため貸付
金 1,700 万円を計上。内訳は金融機関への一括返済額約 1,073 万４千円と、令和８年度の事務所等の運営経費及
び法人税等の税金など 626 万６千円。
グリーンファームが所有する農地の売却益と今後進める機械類の売却益で牛久市への貸付金の返済を検討している。

資産の売却方法について、土地は不動産鑑定等の資産評価をして入札等によって
売却を検討。売却先は幅広く公募する。また農機具の値付けは、農機具取扱店数
社に見積もりを依頼して予定価格等を設定。どのような形で売却するか検討が必
要になるが、これも入札によって公平性を確保した上で、市内の農業者を優先に
売却を考えていきたい。
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　施設の魅力向上及び新たな施設運営の財源確保のために、
牛久市初のネーミングライツ契約を締結し、牛久運動公園の
愛称が「茨城トヨタ　スポーツパークうしく」に決定しました。

パートナーの選定方法は。
公募を行ったところ、茨城トヨタ自動車㈱から年額 150
万円で５年間の申し込みがあった。市で検討した結果、
適正であると判断し契約を実施。今後の計画については、
ネーミングライツの対象となり得る施設の中から、大規模
改修等の予定を考慮しながら検討する。
※ネーミングライツ…施設などに企業名やブランド名などの名前を付ける権利を、一定期間・金額で企業が取得する権利のこと。

企業誘致を促進する　534万円

牛久運動公園にある野球場

公共施設運営のためにネーミングライツ（※）パートナーを募集　150万円（歳入）

　緊急通報装置は、簡単な操作で緊急事態を通報する装置のことで、牛久市では一人暮らしの高齢者または高齢者世
帯で病弱な方などに貸し出しを行っています。（利用の可否には審査があります。）

緊急通報装置設置事業が介護保険の事業になることでの変更点と事業の
内容は。
一般会計でこれまで行っていた緊急通報システムを貸与する事業の対象
者をそのまま引き継ぐ。変更点は、今までは特定通信会社の回線でのみ
使用可能だったが、他の回線でも使用できるようになる。また、直通で
稲敷広域通信司令部に繋がっていたものが、一旦オペレーターを介し、
緊急通報が必要か、または健康相談などで済むのかなど状況確認を行う
方式となる。市の財政面において、介護保険の地域支援事業になること
で、国の交付金の対象になる。

高齢者の見守り支援として緊急通報装置を設置　528万円

緊急通報装置

　栄町運動広場のトイレは老朽化が進み、また和式便器
の不便さから改修が望まれていました。令和８年度に改
修工事が始まります。

どのようなトイレになるのか。
バックネット裏にある建物の中の一部改修を行う。現
在、小便器２つと和式便器１つが設置されている男女
共用トイレを男女別に分けて、女性の方は洋式の便器
を設置。
男性の方も小便器及び洋式の便器を設置する。建物は
壊さずに中を改修する。

栄町運動広場のトイレを改修　483万円

栄町運動広場にある改修予定のトイレ

予算常任委員会
委員長　　藤田　尚美　　　副委員長　　磯山　和男

委　員　　石原　幸雄　　　　　　　　　柳井　哲也
　　　　　遠藤　憲子　　　　　　　　　杉森　弘之
　　　　　甲斐　徳之助　　　　　　　　伊藤　知子
　　　　　出澤　　大　　　　　　　　　水梨　伸晃
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質問者 質問内容

会派代表質問

市民クラブ
須藤　京子　議員

・令和７年度予算の執行状況と検証
・予算編成方針及び編成過程　・当初予算
・「文化芸術基本条例」の改正及び「文化芸術推進基本計画」の
第２期計画

政和クラブ
石原　幸雄　議員

・牛久駅周辺の街づくり　・耕作放棄地について
・高齢者のレスキューについて
・市認定市民文化遺産への補助　・窓口のサービスの向上
・在日外国人の増加に伴う住民の安全安心について

公明党
藤田　尚美　議員

・予算編成での基本姿勢　・持続的な財政運営
・市営住宅施策　・書かない窓口システム導入
・小学校・中学校の体育館空調整備

うしく未来プロジェクト
塚原　正彦　議員

・うしくコミュニティ・アグリ（地域で支えるクリエイティブ
な農のカタチ）を提案する
－返還する耕作放棄地を活用して新しい農の実証実験を提案す
るー

日本共産党
大森　和夫　議員

予算編成方針
・市民生活　・観光ＰＲ　・東部地域対策
・メガソーラーなどの対策

日本維新の会
伊藤　裕一　議員

・財政全般について　
・小学校・中学校の体育館空調整備について
・住宅政策について

一般質問

出澤　　大　議員 ・ヤングケアラー支援に関する取り組みと条例制定
・給特法改正後の対応と長時間労働是正に向けた対策

柳井　哲也　議員 ・牛久シャトールネサンス（再生の文化運動）
・牛久市の宅地化推進策

池辺　己実夫　議員
・予算編成の考え方
・物価高騰対策
・今後の財政運営の方向性と課題

鈴木　勝利　議員
・行政サービスの利用について　・耐震化・防火対策
・ジェンダー平等、性的少数者への配慮に向けての取り組みに
ついて

杉森　弘之　議員 ・市職員の労働環境
・親子特区‼うしくと住宅施策

水梨　伸晃　議員 ・児童クラブの開級時間の学校間格差と、教員の働き方改革及
びＩＣＴ環境の整備について

髙嶋　基樹　議員

・学校教育のその後について
・選挙の入場整理券の発送速度と影響について
・小学校・義務教育学校前期給食費無償化の経緯について
・耕作放棄地の行方について

伊藤　知子　議員
・予防接種制度の変化を踏まえた本市の感染症予防対策
・若者が孤立しないための予防的支援と伴走型支援の推進につ
いて

山本　伸子　議員
・持続可能な行政運営のために
歳入の増加策、歳出の抑制策、予算編成への市民参加等、人
への投資

遠藤　憲子　議員 ・市職員の働きやすい環境整備について
・牛久シャトーについて

黒木　のぶ子　議員
・ヘルシーボール競技を市のスポーツとして推進することにつ
いて

・消防署建て替えについて
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し
て
整
備
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
　
牛
久
シ
ャ
ト
ー
は
、
令
和
９

年
４
月
の
公
設
化
に
向
け
準
備
中

で
、
８
年
度
は
「
牛
久
シ
ャ
ト
ー
整

備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
市
が
牛

久
シ
ャ
ト
ー
を
ど
の
よ
う
に
「
文
化

観
光
公
園
」
と
し
て
整
備
し
て
い
く

の
か
、
将
来
的
な
姿
を
定
め
る
。
旧

オ
エ
ノ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
市
民
が

文
化
芸
術
に
触
れ
、
発
信
で
き
る
拠

点
と
し
て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
将
来
に
向
け
、
若
年
世
代
の

移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
空
家

の
活
用
や
補
助
金
を
創
設
す
る
考
え

は
。

　
　
　

空
家
を
地
域
資
源
と
考
え
、

「
親
子
特
区
‼
う
し
く
」
の
理
念
に

基
づ
き
、「
牛
久
市
子
育
て
世
帯
空

家
活
用
応
援
補
助
金
」
の
創
設
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
文
化
芸
術
の
振
興
は
市
の
ブ

ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
そ

の
た
め
に
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

専
門
職
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
必
要
性
と
配
置
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

予算で「人への投資」が打ち出されたが…

（答弁）人材育成の手法を充実させキャリア形成も支援

　
　
　
本
市
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
は
、
う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

（
株
）が
之
ま
で
耕
作
の
一
翼
を
担
っ

て
来
た
が
、
経
営
の
黒
字
化
が
見
込

め
な
い
等
の
理
由
で
同
社
の
農
業
部

門
か
ら
の
撤
退
が
決
定
さ
れ
た
。
そ

こ
で
今
後
の
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
、
分
散
し
て
い
る
放
棄
地
の
集
積

化
や
集
約
化
の
行
政
指
導
を
行
い
、

そ
の
上
で
農
業
へ
の
参
入
に
意
欲
の

あ
る
企
業
等
へ
の
働
き
掛
け
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
（
市
長
）
耕
作
放
棄
地
対
策

の
具
体
例
と
し
て
、
果
樹
栽
培
の
農

業
法
人
の
誘
致
計
画
が
あ
る
が
、
引

き
続
き
耕
作
希
望
者
へ
の
放
棄
地
の

斡
旋
を
進
め
て
行
く
。

　
　
　

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

要
介
護
を
含
む
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
救
急
要
請
に
は
該
当
し
な
い
も

の
の
、
家
庭
内
で
の
転
倒
事
故
等
、

救
援
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
様
な
場
合
の

対
処
方
法
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
今
後
、
改
定
が
予
定
さ
れ
て

い
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
中
で
総

合
的
に
検
討
し
て
行
く
。

　
　
　
本
市
に
は
国
や
県
等
の
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
伝

統
的
な
祭
礼
等
を
文
化
遺
産
に
認
定

す
る
制
度
が
あ
る
。
一
方
、
文
化
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
維
持

管
理
費
用
等
に
つ
い
て
の
補
助
を
求

め
る
市
民
の
声
が
あ
る
が
如
何
か
。

　
　
　

補
助
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
考
え
て
参
り
た
い
。

今後の耕作放棄地対策は

（答弁）農業法人の誘致計画がその一環

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁 若

年
世
代
向
け
の
空
家

活
用
と
補
助
金
を

文
化
芸
術
の
振
興
の
た

め
専
門
職
の
配
置
を

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ

い
て

高
齢
者
の
レ
ス
キ
ュ
ー

に
つ
い
て

市
認
定
市
民
文
化
遺
産

へ
の
補
助
に
つ
い
て

牛久シャトーで開催され
た「うしく現代美術展」

市民クラブ
須藤 京子 議員

政和クラブ
石原 幸雄 議員

牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
文
化

芸
術
の
発
信
拠
点
に
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会 

派 

代 

表 

質 

問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

予算編成での基本姿勢は

うしくコミュニティ・アグリ構想の提案

（答弁）無駄を省き未来志向での投資を実施することが重要

（答弁）地域とともにある多様な農の可能性を検討

　
　
　
予
算
編
成
で
の
基
本
姿
勢
を

伺
う
。

　
　
　
（
市
長
）
本
市
が
抜
き
ん
で

て
住
み
た
い
ま
ち
と
し
て
選
ば
れ
る

こ
と
を
目
指
し
、
次
の
世
代
へ
と

し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
将
来
の
世
代
に
負
担

を
か
け
ず
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
効
率
的
な
財
政
運

営
を
行
い
、
無
駄
を
省
き
未
来
志
向

で
の
投
資
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
　
小
学
校
・
中
学
校
の
体
育
館

空
調
整
備
実
施
設
計
費
に
つ
い
て
、

積
算
根
拠
、
ま
た
断
熱
性
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
教
育
的
観

点
と
防
災
的
観
点
の
両
立
に
つ
い
て

も
伺
う
。

　
　
　
市
内
の
全
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
13
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備

を
整
備
す
る
た
め
、
牛
久
市
公
共
施

設
の
空
調
設
計
業
務
に
お
い
て
実
績

の
あ
る
複
数
の
業
者
か
ら
徴
取
し
た

見
積
も
り
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を

選
定
し
て
予
算
計
上
し
、
総
事
業
費

は
、
現
時
点
の
概
算
で
、
11
億
円
程

度
に
な
る
。
断
熱
性
を
確
保
す
る
た

め
の
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
、
最

善
の
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
教

育
的
観
点
と
防
災
的
観
点
の
両
立

と
、
設
備
に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
削
減
等
、
経
済
的
に
も
充
分

考
慮
し
た
持
続
可
能
な
設
備
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
導

入
に
よ
る
、
年
間
の
コ
ス
ト
削
減
効

果
や
業
務
効
率
化
。
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
対
策
は
。

　
　
　
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
作
業
の

効
率
化
に
よ
り
、
職
員
２
人
分
の
費

用
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
待

ち
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
来
庁
者
ご
自
身
が
操

作
す
る
こ
と
は
な
く
、
職
員
が
対
面

で
内
容
を
聞
き
、
職
員
に
よ
り
申
請

書
類
作
成
と
デ
ー
タ
入
力
の
一
元
化

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
６
年
に
25
年
ぶ
り
に
改

正
さ
れ
た
農
業
基
本
法
に
多
様
な
農

業
形
態
の
創
出
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
都
市

と
農
村
の
関
係
人
口
増
の
方
策
が
明

記
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、
生
活
者
が

小
さ
い
農
地
で
そ
の
土
地
固
有
の
自

然
を
い
か
し
た
栽
培
方
法
を
あ
み
だ

し
、
多
種
多
様
な
農
産
物
を
創
造
し

て
き
た
。
そ
れ
は
、
人
と
自
然
に
や

さ
し
い
日
本
の
食
と
富
の
源
泉
と
し

て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
流
れ
を
視
野
に
い
れ
た
時
、
生

産
性
向
上
を
求
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

一
線
を
ひ
い
て
、
農
の
あ
る
暮
ら
し

を
目
標
に
し
た
未
来

志
向
の
生
活
文
化
の

創
造
モ
デ
ル
が
み
え

て
く
る
。

う
し
く
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
が
農
家
か
ら

あ
ず
か
っ
た
耕
作
放

棄
地
を
返
還
す
る
前

に
、
上
記
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
制
度
設
計
を
提
案

す
る
が
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
（
市
長
）「
小
さ

い
農
業
」
や
「
生
活
者

が
支
え
る
幸
せ
農
」
を
糸
口
に
し
た

創
造
的
な
暮
ら
し
の
モ
デ
ル
は
、
市

全
体
の
農
業
政
策
の
方
向
性
と
し
て
、

中
長
期
的
な
観
点
に
立
ち
、
広
い
視

野
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と

認
識
す
る
。

国
の
方
向
性
を
ふ
ま
え
、
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
多
様
な
農
業
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
持
続
可

能
な
農
業
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
、
活
性
化
の
両
立
に
向
け
検
討

を
す
す
め
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

静岡県菊川市のジュニアビレッジは、コミュニティ・アグ
リの成功モデル。子どもたちを農の担い手と想定し、小
中学生が耕作放棄地を舞台に、地域食の課題解決に挑戦
する社会実験を展開。

公明党
藤田 尚美 議員

うしく未来プロジェクト
塚原 正彦 議員
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会 

派 

代 

表 

質 

問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
後
期
・
介
護
・
健
康
保
険
料

の
値
下
げ
は
。

　
　
　
（
市
長
）
独
自
財
源
で
無
理
。

　
　
　
大
阪
市
や
松
本
市
で
上
下
水

道
の
値
下
げ
を
行
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
利
用
し
て
い
な
い
市
民
も
い

る
た
め
、
実
施
し
な
い
。

　
　
　
観
光
Ｐ
Ｒ
拡
充
と
し
て
芸
能

人
の
利
用
は
。

　
　
　
効
果
は
期
待
で
き
る
。
費
用

な
ど
が
今
後
の
検
討
課
題
。

　
　
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
集
客
力

ア
ッ
プ
の
た
め
、
通
年
で
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
・
出
店
の
検
討
は
。

　
　
　
適
宜
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
牛
久
大
仏
・
牛
久
シ
ャ
ト
ー

で
霞
ヶ
浦
・
筑
波
山
観
光
な
ど
周
辺

自
治
体
と
の
連
携
は
。

　
　
　
日
帰
り
や
連
泊
の
観
光
コ
ー

ス
な
ど
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　

上
下
水
道
未
普
及
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
低
速
で
W
i
f
i

環
境
も
な
い
。
人
口
減
少
対
策
と
住

宅
地
・
工
業
団
地
計
画
が
遅
れ
て
い

る
。
都
市
開
発
・
都
市
計
画
の
早
期

の
見
直
し
は
。

　
　
　
現
時
点
で
は
土
地
利
用
方
針

等
大
き
く
変
更
す
る
計
画
は
な
い
。

　
　
　
北
総
鉄
道
の
千
葉
か
ら
牛
久

市
を
含
む
近
隣
市
町
村
へ
の
延
伸
や

国
県
と
連
携
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
構
想
、
お

よ
び
官
民
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
鹿

島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
は
。

　
　
　
広
域
的
な
視
野
を
持
っ
た
事

業
検
討
も
含
め
、
調
査
研
究
す
る
。

　
　
　
開
発
許
可
は
国
と
県
で
、
牛

久
市
で
は
条
例
で
抑
制
処
置
。
議
員

提
案
の
12
月
改
正
で
今
年
６
月
か
ら

住
民
説
明
会
な
ど
の
対
象
を
１
０
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に

拡
大
し
た
。
電
磁
波
や
健
康
被
害
・

自
然
環
境
破
壊
・
残
土
や
産
業
廃
棄

物
の
不
安
が
あ
る
が
。

　
　
　

規
制
強
化
の
考
え
は
な
い
。

電
磁
波
は
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
シ
ョ

ナ
ー
（
Ｐ
Ｃ
）
か
ら
出
る
が
、
家
電

製
品
と
同
様
、
健
康
被
害
は
な
い
。

Ｐ
Ｃ
の
住
民
側
に
パ
ネ
ル
設
置
を
義

務
付
け
た
。
住
民
説

明
会
に
も
参
加
し
、

国
県
に
慎
重
な
審
査

を
要
望
し
て
い
る
。

生活支援・東部開発・メガソーラー規制

（答弁）調査検討していく

　
　
　
学
校
体
育
館
空
調
整
備
が
決

定
し
た
経
緯
は
。

　
　
　
（
市
長
）
熱
中
症
対
策
や
学

校
体
育
館
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
国
の
補
助
制
度
や
県
の

働
き
か
け
を
踏
ま
え
た
。

　
　
　
整
備
の
優
先
順
位
は
。

　
　
　
令
和
９
年
度
か
ら
段
階
的
に

整
備
。
立
地
等
を
考
慮
し
順
番
を
検

討
。
極
力
、
数
年
で
整
備
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

国
債
等
に
よ
る
基
金
運
用
、

償
還
額
平
準
化
、市
民
債
の
発
行
等
、

「
金
利
が
あ
る
世
界
」
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
本
市
の
基
金
は
全
て
定
期
預

金
に
よ
り
運
用
し
て
お
り
、
一
部
を

途
中
解
約
が
原
則
不
可
と
な
る
代
わ

り
に
、高
利
率
と
な
る
預
金
で
運
用
。

市
債
の
借
入
に
際
し
て
は
、
普
通
交

付
税
の
算
定
の
際
に
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
る
事
業
債
を
優
先
的

に
借
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の

償
還
額
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。

市
民
債
は
費
用
対
効
果
を
勘
案
す
る

と
、
単
独
発
行
は
難
し
い
。

　
　
　
空
家
活
用
に
よ
る
転
入
促
進

の
た
め
の
補
助
金
は
、
今
ま
で
空
家

に
対
す
る
補
助
金
を
出
さ
な
い
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
画
期
的
と
も
い
え

る
が
、
内
容
と
市
内
在
住
者
に
広
げ

る
考
え
は
。

　
　
　
市
外
か
ら
本
市
へ
移
住
す
る

高
校
生
以
下
の
お
子
様
が
い
る
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
、
空
家
・
空
地
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
家
を
購
入
・

賃
借
し
、
市
内
業
者
が
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
50
万
円
上
限
で
、
改

修
費
用
の
２
分
の
１
を
交
付
す
る
。

市
内
で
自
宅
の
改
修
工
事
を
行
う
方

な
ど
へ
の
拡
充
は
現
時
点
で
予
定
し

て
い
な
い
。

学校体育館空調整備の経緯

（答弁）熱中症対策や県の働きかけ等による

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

栃木県小山市の学校体育館エアコン

メガーソーラー(イメージ)

日本共産党
大森 和夫 議員

日本維新の会
伊藤 裕一 議員

牛
久
市
東
部
地
域
対
策

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
対
策

金
利
上
昇
へ
の
対
応

住
宅
政
策
に
つ
い
て
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

ヤングケアラー条例制定の考えは

シャトー　ルネサンスはどうか

出澤 大 議員

（答弁）現在のところ具体的な予定はない

（答弁）賑わいを創出する場として活用している

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査

を
、
本
市
独
自
で
実
施
し
て
き
た
こ

と
は
あ
る
か
。

　
　
　
（
こ
ど
も
局
長
）
実
態
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
相
談
支
援

業
務
の
中
で
対
応
す
る
職
員
が
早
期

発
見
、
対
応
の
認
識
を
持
ち
、
子
ど

も
自
身
や
そ
の
家
族
に
直
接
対
応
し

て
い
る
関
係
機
関
か
ら
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

存
在
や
そ
の
負
担
状
況
、
希
望
す
る

支
援
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
相
談
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
茨
城
県

の
令
和
４
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、

小
学
校
６
年
生
の
９・
６
％
、
中
学

生
は
４・
５
％
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る

と
、
市
内
に
も
潜
在
的
な
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
推

測
す
る
と
、
本
市
独
自
の
実
態
調
査

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
な

い
と
き
の
牛
久
シ
ャ
ト
ー
は
淋
し
く

赤
レ
ン
ガ
の
建
物
と
古
い
道
具
類
の

展
示
だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
記
念

館
内
に
は
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス（
株
）が
所
有
し
て
い
る
資
料
、

醸
造
用
具
の
展
示
の
ほ
か
、
日
本
遺

産
事
業
の
中
で
明
治
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
土
地
利
用
の
変
遷
が
わ
か

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

や
昔
の
写
真
を
基
に
し
た
Ａ
Ｒ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
設
置
し
見
学
を
楽
し
め
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
市
内
小
中

学
生
の
見
学
の
際
は
、
歴
史
的
価
値

を
理
解
し
て
貰
え
る
よ
う
本
館
や
記

念
館
で
文
化
財
担
当
職
員
が
ガ
イ
ド

を
し
て
い
る
。

　
　
　
オ
エ
ノ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

活
用
に
つ
い
て
「
牛
久
シ
ャ
ト
ー
に

行
く
と
、
い
つ
も
多
く
の
市
民
が
集

ま
っ
て
い
て
何
か
楽
し
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
面
白
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

な
ど
様
々
な
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
集

め
練
習
風
景
を
見
ら
れ
る
つ
く
り
に

し
て
は
ど
う
か
。

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
実
態
調
査
を
行

う
予
定
は
な
い
が
、
引
き
続
き
国
や

県
の
調
査
結
果
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
実
態
調
査
の
必
要
性
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

潜
在
化
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
早
期
支
援
に
向
け
た
関
係
機

関
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　

家
庭
訪
問
や
面
談
を
継
続

し
、
家
庭
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
本
人
や
保
護
者
の

気
持
ち
を
よ
く
聞
き
、
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
、
こ
ど
も

の
未
来
応
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
が

予
防
接
種
や
保
護
者
の
病
院
受
診
に

同
行
し
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
　
　

来
年
度
策
定
予
定
の
牛
久

シ
ャ
ト
ー
整
備
基
本
構
想
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
東
大
和
田
地
区
の
件
は
。

　
　
　
（
市
長
）
既
に
土
地
の
権
利

や
土
地
利
用
計
画
の
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
は
地
権
者
の
意
向
や

開
発
エ
リ
ア
の
設
定
な
ど
更
に
進
め

て
い
く
。

柳井 哲也 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

東
猯
穴
土
地
区
画
整
理

事
業
後
の
新
た
な
調
査

の
進
捗
状
況

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
牛
久
市
に
お
け
る
給
特
法
改
正

後
の
対
応
と
長
時
間
労
働
是
正

に
向
け
た
抜
本
対
策
に
つ
い
て
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

今後の財政運営の方向性は 池辺 己実夫 議員

（答弁）将来負担の軽減を図り、持続可能な財政基盤の構築を図る

「利用者目線」の行政サービスを 鈴木 勝利 議員

（答弁）必要なサービスを利用できるよう取り組む

　
　
　

７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
７
つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
重
点

事
業
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成
の

考
え
方
は
。

　
　
　
（
市
長
） 
北
部
地
域
宅
地
開

発
検
討
や
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
整
備
基

本
構
想
策
定
を
は
じ
め
、
牛
久
市
の

将
来
の
発
展
に
結
び
つ
く
事
業
を
中

心
に
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
ま
ち
づ

く
り
、
Ｉ
Ｔ
化
、
教
育
と
い
っ
た
未

来
志
向
で
予
算
編
成
を
行
な
っ
た
。

７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ

か
、
総
合
計
画
に
お
け
る
７
つ
の
政

策
分
野
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
、

「
小
中
学
校
の
給
食
費
ゼ
ロ
」、「
未

就
学
児
の
医
療
費
ゼ
ロ
」
や
、
県
内

最
高
水
準
の
英
語
指
導
助
手
の
小
中

学
校
へ
の
派
遣
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
派

遣
に
よ
る
「
教
育
格
差
ゼ
ロ
」、
さ

ら
に
「
エ
ス
カ
ー
ド
ビ
ル
の
空
テ
ナ

ン
ト
ゼ
ロ
」、「
災
害
時
の
逃
げ
遅
れ

ゼ
ロ
」、「
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
」
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
残
額
が
あ
る

中
で
、
物
価
高
騰
対
応
策
の
実
施
予

定
は
あ
る
か
。

　
　
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
物
価

高
騰
対
応
策
の
第
１
弾
と
し
て
、
住

民
一
人
あ
た
り
５
千
円
の
「
牛
久
市

生
活
応
援
商
品
券
」
の
配
布
、
小
学

校
給
食
費
無
償
化
の
前
倒
し
、
介
護

施
設
等
の
社
会
機
能
の
維
持
に
不
可

欠
な
事
業
者
へ
の
支
援
事
業
。
第
２

弾
は
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
支
援
事

業
や
、
ひ
と
り
親
世
帯
及
び
低
所
得

の
ふ
た
り
親
世
帯
を
対
象
と
し
た
児

童
一
人
あ
た
り
５
万
円
の
給
付
事

業
。
第
３
弾
は
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
な
ど
が
あ
り
、
高
齢
者
支

援
策
と
し
て
、
第
４
弾
を
検
討
し
て

い
る
が
、
生
活
者
支
援
と
し
て
、
交

付
金
の
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
支

援
等
も
含
め
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
情
報
提
供
の
工
夫
は
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）
課
や
部
署
の

名
称
の
見
直
し
、「
広
報
う
し
く
」

に
行
政
組
織
図
の
掲
載
、
来
庁
者
に

は
総
合
案
内
窓
口
で
の
案
内
、
電
話

の
場
合
は
適
切
な
部
署
へ
接
続
し
て

い
る
。

　
　
　
申
請
の
工
夫
は
。

　
　
　
（
市
民
部
次
長
）
申
請
様
式

の
統
一
化
・
簡
素
化
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
手
続
き
で
の
予
約
制
の
導
入
、
８

年
度
は
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
を
進

め
、
手
続
き
の
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
。

　
　
　
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
「
男
女
の
た
め
の
悩
み
ご
と

相
談
」
で
の
相
談
受
付
や
職
員
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
学
校
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
県
の

「
手
引
き
」
に
基
づ
き
、
教
職
員
の

校
内
研
修
を
実
施
し
、
高
学
年
児
童

や
中
学
生
に
授
業
を
行
い
、
理
解
を

深
め
て
い
る
。

　
　
　
耐
震
化
と
は
。

　
　
　
（
建
設
部
次
長
）
建
物
の
構

造
等
を
震
度
６
か
ら
７
程
度
で
も
倒

壊
し
な
い
建
物
と
同
等
以
上
に
引
き

上
げ
る
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て
は
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
も
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
公
共
施
設
等
の
耐
震
化
状
況
は
。

　
　
　
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
特

定
建
築
物
は
１
０
０
％
達
成
し
て
い
る
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
学
校

体
育
館
の
天
井
や
照
明
等
の
非
構
造

部
材
も
耐
震
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
防
火
対
策
は
。

　
　
　
（
市
民
部
長
）
建
物
の
規
模

に
よ
り
消
火
器
や
自
動
火
災
報
知

機
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
性

的
少
数
者
へ
の
配
慮
に

向
け
た
取
り
組
み
を

本
市
の
耐
震
化
・
防
火

対
策
は

市役所に設置されている防火
シャッター

令
和
８
年
度
予
算
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

市の公共サービスと職員の労働環境の向上へ

児童クラブの開始時間の差は

杉森 弘之 議員

　
　
　
市
職
員
の
雇
用
契
約
の
種
類

と
各
人
数
の
現
状
を
聞
く
。

　
　
　
（
総
務
部
次
長
）
２
０
２
５

年
４
月
１
日
現
在
、
常
勤
職
員
は

４
１
１
名
で
、
そ
の
内
一
般
事
務
職

が
３
５
７
名
、
一
般
事
務
職
以
外
が

54
名
。
会
計
年
度
任
用
職
員
（
非
常

勤
職
員
）
は
５
６
０
名
で
、
そ
の
内

一
般
事
務
職
が
１
４
７
名
、
一
般
事

務
職
以
外
が
４
１
３
名
で
あ
る
。

　
　
　
常
勤
職
員
採
用
数
の
25
年
度

の
目
標
と
結
果
は
。

　
　
　
25
年
度
の
常
勤
職
員
採
用
の

目
標
人
数
は
合
計
41
名
で
、
結
果
、

10
月
は
11
名
を
採
用
し
、
４
月
は
内

定
者
が
35
名
で
、
合
計
46
名
の
採
用

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
常
勤
職
員
と
フ
ル
タ
イ
ム
に

　
　
　
同
じ
牛
久
市
内
で
あ
り
な
が

ら
、
学
校
に
よ
っ
て
児
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
で
き
る
時
間
に
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
下
校

時
刻
は
学
年
や
曜
日
ご
と
に
異
な
る

が
、一
番
早
い
時
間
で
比
較
す
る
と
、

向
台
小
学
校
が
14
時
15
分
、
中
根
小

学
校
と
お
く
の
義
務
教
育
学
校
が
14

時
25
分
、
牛
久
小
学
校
と
ひ
た
ち
野

う
し
く
小
学
校
が
14
時
30
分
、
牛
久

第
二
小
学
校
が
14
時
40
分
、
神
谷
小

学
校
が
14
時
45
分
、
岡
田
小
学
校
が

14
時
50
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
教
員
の
観
点
か
ら
、
下
校
時

刻
を
工
夫
す
る
事
に
よ
り
、
放
課
後

の
時
間
を
授
業
準
備
な
ど
に
あ
て
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
果
と
し
て
教

育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
日
課
を
工
夫
し
下
校
時
刻
を

見
直
し
、
放
課
後
の
時
間
を
子
ど
も

た
ち
の
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る

た
め
の
時
間
と
す
る
事
は
意
義
深
い

と
考
え
る
。 

　
　
　
宿
題
や
連
絡
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

が
活
用
さ
れ
る
事
が
日
常
の
中
、
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
W
i
f
i
環

近
い
会
計
年
度
任
用
職
員
の
就
職
10

年
後
の
年
収
差
は
。

　
　
　
本
市
の
常
勤
職
員
の
10
年
後

の
年
収
は
約
６
７
２
万
円
で
、
会
計

年
度
任
用
職
員
は
約
３
８
４
万
円
で

あ
る
。

　
　
　
牛
久
市
で
は
様
々
な
障
害
者

手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

を
持
っ
て
い
る
方
が
約
４
千
４
百
人

お
ら
れ
る
。
市
の
人
口
８
万
３
千
人

の
５
％
超
に
相
当
す
る
。
障
が
い
者

雇
用
率
を
法
定
雇
用
率
だ
け
で
は
な

く
、
障
が
い
者
構
成
率
を
上
回
る
雇

用
率
を
達
成
し
、
障
が
い
者
に
も
優

し
い
町
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
25
年
６
月
時
点
の
当
市
の
障

が
い
者
雇
用
率
は
３
・
16
％
で
、
法

定
雇
用
率
で
あ
る
２・
８
％
を
満
た

し
て
い
る
。
26
年
７
月
に
法
定
雇
用

率
が
３・
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

が
、
当
市
と
し
て
は
引
き
続
き
法
定

雇
用
率
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
。

境
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　
　
市
内
小
学
校
義
務
教
育
学
校

８
校
、
28
ク
ラ
ス
分
の
教
室
等
の
う

ち
、
W
i
f
i
環
境
が
あ
る
の
は

２
ク
ラ
ス
の
み
。
そ
れ
以
外
の
26
ク

ラ
ス
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

宿
題
が
難
し
い
状
況
。

　
　
　
放
課
後
を
児
童
ク
ラ
ブ
で
長

時
間
過
ご
す
児
童
に
と
っ
て
も
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
を
利
用
し
た
宿
題
な
ど
の

学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
を
確
保
す

る
べ
き
で
は
。

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
放
課

後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
を
提
供
す
る
事
。
ま
ず
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
指
導
の
あ

り
方
や
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

水梨 伸晃 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

（答弁）常勤職員採用の目標 41 名、結果 46 名見込

（答弁）市内で最大 35 分の差

非
常
勤
職
員
依
存
が
高

い
状
況

障
が
い
者
に
も
優
し
い

ま
ち
に

牛久市職員採用試験

常
勤
と
非
常
勤
の
格
差
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

学び合いからの転換、その後の影響はどうか 髙嶋 基樹 議員

ＲＳ母子免疫ワクチン助成の内容は 伊藤 知子 議員

　
　
　
学
び
合
い
か
ら
の
転
換
に
よ

り
、
学
力
や
影
響
は
ど
の
様
に
表
れ

て
い
る
か
。

　
　
　
（
教
育
長
）「
牛
久
市
教
育
大

綱
」
を
定
め
「
未
来
を
拓
き
、
地
域

を
担
う
人
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
単
元
や
１
時
間
ご
と
の
狙
い
を

明
確
に
し
た
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
令
和
５
年
度
と
７

年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
、
中
学

校
は
県
平
均
正
答
率
よ
り
プ
ラ
ス
の

学
校
・
教
科
の
割
合
が
両
年
度
と
も

75
％
で
あ
り
、
小
学
校
は
37
％
か
ら

56
％
に
上
昇
。
県
学
力
診
断
テ
ス
ト

は
、
県
平
均
正
答
率
プ
ラ
ス
5
％
の

学
校
・
教
科
の
割
合
が
小
学
校
で
は

20
％
か
ら
31
％
、
中
学
校
で
は
30
％

か
ら
55
％
へ
上
昇
。
逆
に
県
平
均
正

答
率
マ
イ
ナ
ス
5
％
の
割
合
が
小
学

校
23
％
か
ら
15
％
に
減
少
。
中
学
校

は
20
％
か
ら
10
％
に
減
少
し
て
お

り
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容

の
定
着
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

無
解
答
率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

は
、
子
供
た
ち
が
問
題
に
対
し
て
粘

り
強
く
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
㈱
が
所

有
し
て
い
る
農
業
用
機
械
類
の
売
却

は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
（
環
境
経
済
部
長
）
現
在
、

農
地
の
整
理
業
務
を
優
先
し
て
進
め

て
い
る
状
況
。
売
却
に
つ
い
て
は
公

平
性
の
確
保
に
十
分
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
認
定
新
規
就
農
者
・

認
定
農
業
者
を
優
先
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。

　
　
　
４
月
か
ら
開
始
の
Ｒ
Ｓ
ウ
ィ

ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
助
成
。
妊

婦
へ
の
接
種
で
不
安
を
覚
え
る
方
も

い
る
と
思
う
が
。

　
　
　
（
市
長
）
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
や
両
親
学
級
等
の
場
面
で
不
安

等
の
相
談
の
機
会
を
設
け
る
。ま
た
、

主
治
医
か
ら
情
報
提
供
の
他
、
市
の

広
報
媒
体
も
活
用
し
、
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
へ

の
Ｒ
Ｓ
感
染
症
対
策
の
方
向
性
は
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
高
齢
者

Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
、
国
に
お
い

て
定
期
接
種
化
に
向
け
た
議
論
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
若
者
が
、
自
ら
の
将
来
を
主

体
的
に
考
え
る
機
会
と
し
て
、
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
と
シ
ー
ル
の
導

入
を
進
め
て
は
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
変
化
の
激
し
い

現
代
に
お
い
て
一
人
一
人
が
自
分
ら

し
く
納
得
で
き
る
人
生
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
と
認
識
。
ま
ず
は
情
報

収
集
に
努
め
る
。

　
　
　
若
者
の
就
労
支
援
は
。

　
　
　
（
環
境
経
済
部
長
）「
い
ば
ら

き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」事
業
で
、相
談
者
に
応
じ
た「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
や
「
自

己
理
解
・
他
者
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」、

実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
講
座
等
の
支
援

が
あ
り
、
今
後
、
市
が
会
場
提
供
し

て
い
る
無
料
相
談
会
の
開
催
回
数
に

増
加
の
意
向
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
若
者
に
届
く
情
報
発
信
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
（
市
長
公
室
次
長
）
若
者
支

援
に
絞
っ
た
発
信
の
仕
方
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
情
報
を
取
得
す
る

側
の
視
点
を
充
分
に
踏
ま
え
て
い
く
。

　
　
　
若
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
の
必
要
性
は
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
検
討

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

（答弁）児童生徒の学力向上に繋がっている

（答弁）妊娠 28 週から 36 週の妊婦に自己負担なしで接種

孤
立
を
防
ぎ
支
え
る

若
者
へ
の
支
援

楽しみながら将来を描けるラ
イフデザインシール（京都市）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
耕
作
放
棄
地
の
ゆ
く
え

○
他
２
点

農
機
具
の
売
却
順
位
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

歳入を増やすため自主財源の確保を

牛久シャトーの未払賃料返済に対し市の考えは

山本 伸子 議員

　
　
　
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
等
が
増
加
、

一
方
少
子
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
の

増
加
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
が

今
後
財
政
を
圧
迫
し
て
い
く
。
公
共

施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
、
市

が
自
ら
調
達
す
る
税
外
収
入
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
　
　
（
市
長
）
税
外
収
入
と
し
て

大
き
い
ふ
る
さ
と
納
税
の
財
源
確
保

に
努
め
、
新
た
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
、
牛
久

運
動
公
園
の
命
名
権
料
を
施
設
の
維

持
管
理
費
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
公
共

施
設
の
使
用
料
は
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
く
統
一
的
な
考
え
方
を
定

め
、適
正
な
使
用
料
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
未
払
賃
料
は
令
和
７
年
11
月

分
ま
で
で
約
３
億
１
４
０
０
万
円
。

市
は
賃
料
返
済
を
求
め
て
い
く
の

か
。
返
済
不
能
の
場
合
の
判
断
は
。

　
　
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
現
在

進
め
て
い
る
経
営
改
善
等
の
状
況
を

踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
日
本
遺
産
事
業
を
ど
う
生
か

す
の
か
。

　
　
　
日
本
遺
産
は
文
化
庁
が
認
定

の
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
語

る
「
物
語
」。
地
域
活
性
化
や
観
光
振

興
が
目
的
。
歴
史
的
資
産
の
活
用
や

重
要
文
化
財
の
保
存
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
建
物
の
寄
付
だ
が
活
用
は
。
土
地

は
含
ま
れ
る
か
。
維
持
管
理
費
は
。

　
　
　
寄
付
に
土
地
は
含
ま
れ
な
い
。
維

持
管
理
費
（
光
熱
水
費
、
火
災
保
険
料
な

ど
）
は
、
来
年
度
約

１
５
８
万
３
千
円
。

改
修
や
修
繕
等
は
活

用
方
法
を
定
め
た
う

え
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
市
の
全
体
の
職
員
数
、
今
後

　
　
　
予
算
編
成
を
進
め
る
う
え
で

各
事
業
の
費
用
対
効
果
が
見
え
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
財
政
状
況
を
伝

え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
。

　
　
　
（
経
営
企
画
部
長
）
議
会
に

は
事
業
の
実
績
値
や
効
果
が
わ
か

り
、
予
算
を
要
求
す
る
際
の
効
果
の

検
証
に
も
活
用
で
き
る
決
算
の
認
定

付
属
資
料
を
公
表
し
て
い
る
の
で
、

市
民
へ
の
公
表
も
今
後
検
討
す
る
。

　
　
　
市
民
が
政
策
を
提
案
し
市
が

事
業
化
を
検
討
、
予
算
化
す
る
市
民

参
加
型
予
算
。
実
施
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
予
算
編
成
過
程
に
市
民
が

参
加
す
る
こ
と
で
、
予
算
の
使
い
道

に
つ
い
て
納
得
感
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
市
で
も
実
施

で
き
な
い
か
。

　
　
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
新

た
に
始
め
る
「
親
子
み
ら
い
ポ
ス

ト
」
で
市
民
の
意
見
を
聞
く
方
法
は

あ
る
。
市
民
参
加
型
予
算
は
必
ず
し

も
公
益
的
な
意
見
ば
か
り
で
は
な
い

可
能
性
な
ど
課
題
が
あ
る
。

の
職
員
数
確
保
の
考
え
は
。

　
　
　
（
総
務
部
次
長
）
常
勤
は

４
１
１
人
、会
計
年
度
は
５
６
０
人
。

来
年
度
は
20
名
以
上
増
員
予
定
。
受

験
し
易
い
環
境
を
作
る
。

　
　
　
障
が
い
者
枠
で
の
雇
用
数
と

雇
用
率
は
。

　
　
　
雇
用
数
17
人
。
雇
用
率
は
３
・

16
％　
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
る
。

　
　
　
障
が
い
特
性
を
理
解
す
る
研

修
状
況
、
対
象
、
時
期
は
。

　
　
　
７
年
度
は
新
規
採
用
職
員
に

研
修
を
実
施
し
、
26
人
参
加
。
県
障

が
い
者
差
別
相
談
室
の
協
力
で
「
県

障
が
い
者
権
利
条
約
」
の
研
修
で
は

39
人
が
参
加
。

　
　
　
有
給
休
暇
、
夏
季
休
暇
、
療

養
休
暇
等
取
得
状
況
は
。

　
　
　
有
給
休
暇
は
６
年
度
平
均
で

13
・
３
日
。
療
養
休
暇
は
25
人
。
介

護
休
暇
は
い
な
い
。
育
児
休
業
６
人

（
男
性
育
児
休
業
取
得
率
は
20
％
）

　
　
　
療
養
休
暇
で
改
善
せ
ず
、
休

職
制
度
の
利
用
後
は
。

　
　
　
療
養
休
暇
は
90
日
。
改
善
し
な

い
場
合
は
休
職
処
分
と
な
り
、
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
最
長
で
３
年
。
職
務
に

復
帰
で
き
な
い
時
は
分
限
免
職
と
な
る
。

遠藤 憲子 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

（答弁）ふるさと納税はじめ税外収入に取り組む

（答弁）未払賃料が確実に償還されるようにする。

牛久運動公園は命名権料を施設運営や修繕
費用に活用していく

市
職
員
の
働
き
や
す
い

環
境
整
備
を

市
民
参
加
型
予
算
の
考
え

予
算
編
成
の
見
え
る
化
を
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

ヘルシーボールを市が推進を 黒木 のぶ子 議員

　
　
　
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
は
年
齢
を

問
わ
ず
誰
も
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
認
知
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
手
法
や
協
力
体
制
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
牛
久

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
し
て
認
知
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
繋
げ
た
い
。

　
　
　
現
在
の
小
中
学
校
で
は
学
校

部
活
動
も
地
域
活
動
へ
と
移
り
、
運

動
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
。
小
中

学
生
に
向
け
た
競
技
と
し
て
推
進
は
。

　
　
　
誰
も
が
参
加
で
き
る
種
目
と

し
て
指
導
者
、
場
所
等
の
確
保
の
検

討
を
進
め
る
。

　
　
　
活
動
や
練
習
の
際
、
場
所
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
優
先
的
な

確
保
は
。

　
　
　
通
常
の
予
約
受
付
期
間
中
の

空
き
状
況
で
予
約
す
る
。
又
学
校
体

育
館
は
年
間
の
利
用
は
調
整
会
議
で

決
定
す
る
。

　
　
　
牛
久
市
の
責
任
と
し
て
土
地

の
確
保
が
出
来
れ
ば
仮
設
建
設
費
は

不
必
要
で
あ
る
。

建
設
に
適
合
す
れ
ば
調
整
区
域
は
広

く
安
価
で
購
入
で
き
る
。

敷
地
面
積
が
広
け
れ
ば
地
震
も
含
め

災
害
時
の
対
策
や
機
能
性
が
高
ま

る
。
又
署
員
の
職
場
環
境
も
充
実
さ

せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
執
行
部
の

考
え
は
。

　
　
　
（
市
民
部
次
長
）
署
所
の
設

置
位
置
は
市
が
決
定
で
き
る
。
出
動

の
多
い
市
街
地
の
位
置
と
し
、
緊
急

車
両
の
安
全
の
た
め
、
一
定
の
幅
員

や
道
路
環
境
が
整
っ
て
い
る
条
件
を

踏
ま
え
適
当
な
場
所
が
な
く
、
現
消

防
署
の
場
所
へ
新
庁
舎
を
建
設
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
　
　
ひ
た
ち
野
地
区
の
人
口
増
加

に
対
し
多
発
災
害
時
の
消
防
需
要
の

対
応
は
。

　
　
　
万
全
の
体
制
で
あ
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁 消

防
署
建
て
替
え
に
つ

い
て

（答弁）ヘルシーボールの認知拡大に努める

どのような質問が多かった？どのような質問が多かった？

　教育委員会は、学校
教育の他、スポーツや
生涯学習など多岐にわ
たります。
　経営企画部は、財政
や市の政策についての
質問が多くありました。
部署ごとの主な質問に
ついて、総務部は市役
所職員の人事など、建
設部は空き家や市営住
宅など、環境経済部は
牛久シャトーなどがあ
りました。
　詳しい質問内容は 6
ページまたは牛久市議
会ホームページをご覧
ください。

市民部
９％

議員の質問に対する答弁を担当した部署を表したグラフ

市長公室
３％

保健福祉部
６％ 教育委員会

21％

経営企画部
19％

総務部
17％

建設部
15％

環境経済部
10％
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議案の審議結果

議案番号 議　　　案　　　等　　　名
第１回臨時会

１号 専決処分の承認を求めることについて
２号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第９号）
３号 令和７年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

第１回定例会
６号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
７号 牛久市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について
８号 牛久市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例について
９号 牛久市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
10号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第10号）
11号 令和７年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
12号 令和７年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第２号）
13号 令和７年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
14号 令和７年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）
15号 令和７年度牛久市下水道事業会計補正予算（第４号）
16号 令和８年度牛久市一般会計予算
18号 令和８年度牛久市青果市場事業特別会計予算
19号 令和８年度牛久市介護保険事業特別会計予算
21号 令和８年度牛久市下水道事業会計予算
22号 市道路線の認定について
23号 市道路線の廃止について
24号 牛久市等公平委員会委員の選任について
26号 牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について
27号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第11号）
28号 訴えの提起について
29号 損害賠償の額を定めることについて

賛成全員で可決または認定等された議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

政
和
ク
ラ
ブ

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派
（
山
本
）

無
会
派
（
池
辺
）

無
会
派
（
甲
斐
）

無
会
派
（
磯
山
）

無
会
派
（
加
藤
）

議

決

結

果
第１回定例会

４号 牛久市文化芸術基本条例について

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

５号 牛久市職員の公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条
例について

黒木×
須藤×
杉森〇
出澤×

〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 可
決

１７号 令和８年度牛久市国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２０号 令和８年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２５号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見書１号「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の廃止と労
働基準法に即した教職員の処遇改善を求める意見書の提出について 〇 × × × × × × × × × × 否

決

決議１号 アメリカ・イスラエルのイラン攻撃を即時中止し、平和的外交による解決を求める
決議について 〇 × × × 〇 × × × × 〇 × 否

決

請願１号 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願 〇 × × × 〇 × × × × × 〇
不
採
択

賛否が分かれた議案等

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
小松崎伸 議長（政和クラブ）は採決には加わっておりません

会派構成
市民クラブ 政和クラブ 公明党 日本共産党 日本維新の会 うしく未来

プロジェクト 無会派

黒木　のぶ子
須藤　京子　
杉森　弘之　
出澤　　大　

小松崎　伸　
石原　幸雄　
髙嶋　基樹　

藤田　尚美　
鈴木　勝利　
伊藤　知子　

遠藤　憲子　
大森　和夫　

伊藤　裕一　
水梨　伸晃　

塚原　正彦　
柳井　哲也　

山本　伸子　
池辺　己実夫
甲斐　徳之助
磯山　和男　
加藤　政之　

（ 17 ）第 126 号　　牛久市議会だより　　令和８年 4 月 30 日 令和８年 4 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 126 号（ 16 ）



本会議で行われた討論の内容を紹介します
意見の分かれた議案について

市が出資する公益性の高い企業に対し、市の施策推進のため
職員派遣を可能にする条例改正

●議案第５号

公務員の身分保障や待遇面で不利益が生じる可能性が
ある。特定法人への援助が必要であれば、退職派遣制度
ではなく正規職員による直接雇用や身分を保障した上
での配置転換で対応するべき。
人的援助をせずとも、行政として、公共性、公益性を十分
に勘案する役割を今まで以上に担いつつ、あくまでも第 3
セクターの自主的、主体的な取り組みは尊重すべきである。
公務員の役割は、市の施策推進を図るため、理念や社会
的責任を考慮する立場で、第 3 セクターとの調整に当
たることであり、これまで調整役を果たしてくれた職員
が、利益優先の立場で対応する様は、市政への信頼性に
も影響を及ぼし兼ねない。

牛久市の文化芸術活動発展を目的として、市や関係者の役割を
定め、計画的に事業を推進するため文化芸術基本条例を改正

●議案第４号

条例には、牛久市の独自性や文化芸術理念が不足して
おり、食文化事業も十分活用されていない。文化庁の
100 年フード認定を活用し、牛久シャトーを拠点とし
た文化観光事業を推進すべき。また、社会教育法の枠組
に経済・福祉部門まで網羅した芸術文化行政を進める全
庁的体制を構築し施策の継続性と進化を促すため、条例
の明記と制定が必要である。

反対

内容は 18 ページまたは二次元コードを読み込ん
でホームページをご覧ください。

●請願第１号

労働者の権利を一方的に主張し、経営者側の事情に配慮
がない。最低賃金引き上げは、中小企業の経営が行き詰
まり倒産や社会混乱を招く。賃金は仕事の成果に基づ
き経営者が判断すべきであり、全国一律の最低賃金設
定は不適切。また、本請願は公益性が明示されておらず、
提出要件を満たさないため取り下げるべきである。
韓国では急激な最低賃金引き上げを行ったことにより、副作用
として非正規雇用の増加や製造業の自動化による人員削減を
招いた。賃金は労使の協議で決定すべきであり、無理な引き上
げは物価上昇や企業倒産を招き、市民の幸福には繋がらない。
最低賃金制度は、賃金の低廉な労働者が最低限の生活を送れ
るよう保障するための制度で憲法 25 条の生存権に基づくも
の。経営者への配慮は国が担うべきで、負担を労働者に押し
付けるのは憲法違反。引き上げの早急な実施、地域間格差の
解消と全国一律の制度確立が重要。全ての雇用主が適正な賃
金を支払える環境を整える経済対策は喫緊の課題である。

反対

反対

賛成

内容は 18 ページまたは二次元コードを読み込ん
でホームページをご覧ください。

国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

●意見書案第１号

令和８年第１回臨時会（１月 31日）から
令和７年度牛久市一般会計補正予算

教員の職務は特殊であり、給特法廃止と労働基準法の適
用は財源不足や現場混乱を招く可能性がある。現状の給
特法は教員の勤務実態にある程度対応しており、廃止を
主張するには具体的で現実的な問題解決策が必要である。
国は教職調整額の引き上げや教員の負担軽減、働き方改
革を進めているため、その進捗を見て給特法の廃止を含
めた検討を行うべき。
教員の長時間労働が離職や休職の原因であり、社会的負
担を増加させている。教員離れを防ぐためには、給特法
の抜本的な見直しが必要である。

反対

反対

賛成

令和８年度国民健康保険事業特別会計予算計上。子ども子育
て支援金を公的医療保険料に上乗せして徴収

●議案 20号

事実上の増税であり具体的な歳出の内容が不透明。ま
た、医療保険の目的外利用は制度の歪みを招き、今後ほ
かの名目での保険料上乗せの危険性も懸念される。少子
化対策は世代全体で支えるべきで、税制の見直しや大胆
な国費の投入により、すべての子供に所得制限なしで支
援を展開すべきである。

反対

反対

反対

反対

　「省エネ基準達成率 100%」のエアコンおよび冷蔵庫の買い替えに対し、対象額の３分の１
を助成。１世帯当たりの交付額の上限は５万円。対象期間は令和 8 年 7 月 31 日（予算の上
限に達し次第終了）。詳しくは牛久市のホームページをご覧ください。

住宅用家電買い替えの費用を助成　5000万円主な事業

電気料金に係る負担軽減と家庭からの二酸化炭素排出量削減を図るため
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公
務
員
の
身
分
で
は
営
利
活
動
が
で
き

な
い
た
め
、
派
遣
の
際
は
退
職
と
な
る

が
、
退
職
し
た
職
員
が
復
職
し
た
際
の

処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
。

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
そ
の
者
の
級
、
給
料
月
額
及
び
昇
給

期
間
に
つ
い
て
は
、
他
の
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お

い
て
必
要
な
調
整
を
行
う
。

※
市
出
資
法
人
は
、
牛
久
都
市
開
発
（
株
）、

牛
久
シ
ャ
ト
ー
（
株
）、
う
し
く
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
の
３
社
。

文
化
芸
術
を
支
え
る
主
体
の
一
つ
と
し
て

事
業
者
を
位
置
づ
け
し
て
お
り
、
事
業

所
の
役
割
と
し
て
食
文
化
が
関
係
し
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
日
本
遺
産

に
関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
基
本

理
念
の
１
つ
と
し
て
、
文
化
芸
術
に
関

す
る
施
策
を
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
等
の

分
野
に
お
け
る
施
策
と
有
機
的
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
お
り
、
広
義
に
お
い
て
そ
の
中
に
食

文
化
も
関
係
し
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会

市
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の

人
的
支
援
策
と
し
て
、
市
の
職
員
を

※
市
出
資
法
人
へ
派
遣

上
位
法
に
明
記
さ
れ
た
「
食
文
化
」
の

規
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
本
市
は
食
文

化
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
内
容
で
日

本
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
い
る
が
、
条

例
の
中
で
の
取
り
扱
い
は
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

文
化
芸
術
基
本
条
例
を
改
正

～
心
豊
か
で
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
～

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

児
童
手
当
の
拡
充
等
の
た
め
、

全
世
代
が
支
援
金
を
拠
出

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、
社
会
全
体

で
支
え
る
政
策
で
あ
る
た
め
、
国
保
等

法
令
に
よ
り
、
各
保
険
か
ら
賦
課
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
検
討
し

て
い
な
い
。

教
職
員
に
対
し
労
働
基
準
法
に

即
し
た
処
遇
改
善
を

給
特
法
を
廃
止
し
労
働
基
準
法
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
教

員
は
そ
の
職
務
内
容
や
勤
務
対
応
の
特

殊
性
か
ら
時
間
外
手
当
と
し
て
の
把
握

が
難
し
い
部
分
が
あ
り
、
給
与
の
引
き

下
げ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
校

長
等
の
管
理
職
が
長
時
間
勤
務
を
是
正

す
る
た
め
に
過
度
な
干
渉
を
行
い
、
教

員
の
自
発
性
や
自
主
性
あ
る
い
は
創
造

性
と
い
っ
た
も
の
を
阻
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
給
特
法
の
今
回
の

改
正
が
決
し
て
十
分
と
は
思
わ
な
い
が
、

廃
止
し
て
い
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
員
は
、

意
見
書

教
職
員
不
足
に
よ
り
、
教
育
の
質
の
低
下
や

子
供
の
学
ぶ
権
利
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
給
特
法
の
廃
止
を
含
む
働
き
方
・
処
遇

の
見
直
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
財
源
措
置

の
確
保
な
ど
を
要
請
す
る
も
の
。

意
見

日
本
は
自
由
主
義
経
済
体
制
の
国
で

あ
り
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
を
導

入
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
。
最
低
賃

金
法
は
、
全
国
各
地
で
経
済
状
況
や
経

済
環
境
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
し
て
お
り
、
同
一
の
賃
金
を
導
入
す

る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
。

次
に
長
引
く
不
況
の
中
で
、
中
小
企
業

を
始
め
多
く
の
企
業
は
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
の

中
で
、
最
低
賃
金
を
上
回
る
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
は
無
理
な
話
で
あ
り
、
最

低
賃
金
を
上
回
る
賃
金
を
幾
ら
に
す
る

か
は
、
政
治
や
行
政
が
主
導
で
決
め
る

問
題
で
は
な
く
、
最
終
的
に
経
営
者
が

環
境
建
設
常
任
委
員
会

請
願最

低
賃
金
の
全
国
一
律
性
の
確
立
と
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
と
セ
ッ
ト
に
税
や
社
会
保
険

料
の
事
業
者
負
担
軽
減
な
ど
中
小
企
業
へ
の

経
済
支
援
を
国
の
責
任
で
拡
充
す
る
こ
と
を

政
府
に
対
し
求
め
る
も
の
。

反
対 教

育
公
務
員
で
あ
り
労
働
基
準
法
に
則

さ
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々

な
観
点
か
ら
整
理
を
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

か
ら
の
負
担
で
は
な
く
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
に
よ
り
市
民
全
体
で
支
え

る
と
い
う
選
択
は
検
討
し
た
の
か
。

日本遺産である牛久シャトーにある清風の滝。
テレビ番組の企画で復活した。
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世
界
で
は
最
低
賃
金
制
が
な
い
と
こ

ろ
の
方
が
少
な
い
。
労
使
間
の
取
り
決

め
だ
け
の
場
合
、
労
働
者
の
立
場
が
弱

く
十
分
な
労
働
条
件
を
獲
得
で
き
な
い

た
め
、
国
が
あ
る
程
度
指
針
を
作
っ
た

歴
史
が
あ
る
。

茨
城
県
の
最
低
賃
金
は
全
国
で
も
低
く
、

地
方
間
格
差
を
作
っ
て
い
る
の
が
、
日

本
の
最
低
賃
金
制
の
弱
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
大
事

な
こ
と
。

国
が
各
企
業
に
対
し
様
々
な
形
で
支
援

を
行
い
、
最
低
賃
金
を
一
定
ま
で
引
き

上
げ
て
、
国
内
消
費
を
押
し
上
げ
る
経

済
循
環
を
作
り
出
す
こ
と
が
、
今
世
界

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

決
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
請
願
に
は
反

対
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

工
事
の
内
容
は
。

老
朽
化
し
た
校
舎
を
一
度
躯
体
だ
け
の

状
態
に
し
て
、
設
備
の
刷
新
及
び
内
装

の
更
新
な
ど
の
大
規
模
な
改
修
を
行
い
、

予
算
常
任
委
員
会

老
朽
化
し
た
下
根
中
学
校
の
長
寿
命
化

改
修	

９
億
１
０
４
８
万
円

ふ
る
さ
と
寄
附
金

令
和
７
年
度
の
寄
附
額
は
８
億
円

半
ば
か
ら
９
億
円
と
な
る
見
込
み

賛
成

令
和
７
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
市
場
で

は
米
の
需
要
が
高
ま
っ
た
が
、
牛
久
市

の
返
礼
品
と
し
て
米
の
在
庫
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
掲
載
し
て

い
る
米
に
つ
い
て
も
米
の
値
段
が
上
昇

し
た
こ
と
に
よ
り
寄
附
額
の
面
で
不
利

に
働
い
た
。
主
要
な
返
礼
品
で
あ
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
の
掲
載
取
り
止
め
や
、
返
礼

品
事
業
者
の
閉
店
な
ど
も
減
少
の
要
因

と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

当
初
10
億
円
見
込
ん
で
い
た
も
の
が
、

１
億
円
の
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

耐
用
年
数
を
80
年
程
度
延
ば
す
。
工
事

を
行
う
こ
と
で
、
安
全
性
の
確
保
や
現

代
的
な
教
育
環
境
の
対
応
、
省
エ
ネ
化

を
実
現
で
き
る
。
ま
た
、
建
て
替
え
に

比
べ
、
費
用
や
環
境
負
荷
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
一
期
工
事
と
し
て
特
別
教
室
棟
と
技

術
棟
の
改
修
、
第
二
期
工
事
と
し
て
普

通
教
室
棟
や
管
理
棟
の
改
修
を
実
施
す

る
。
工
事
期
間
は
令
和
８
年
10
月
か
ら

令
和
10
年
３
月
末
ま
で
。

真っ黒になった床壁はひび割れて塗装がはがれている
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先進地を視察しました議会トピックス

編
集
後
記

　

昨
年
か
ら
新
体
制
で
編
集
員
が
変

わ
っ
た
「
市
議
会
だ
よ
り
」
い
か
が

で
し
た
か
？

　

ス
ピ
ー
ド
と
効
率
ア
ッ
プ
で
進
め

て
い
ま
す
。
毎
回
見
や
す
く
読
み
や

す
い
編
集
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
入
学
生
、
新
社
会
人

と
な
っ
た
皆
さ
ん
、
新
た
な
生
活

は
い
か
が
で
す
か
？
周
り
も
ニ
ュ
ー

フ
ェ
ー
ス
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
様
の

温
か
い
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
野
球
へ
移
籍

と
な
っ
た
岡
本
和
真
選
手
や
村
上
宗

隆
選
手
も
守
備
に
打
撃
に
大
活
躍
で

す
。

　

日
本
人
の
活
躍
と
世
界
平
和
・

L
O
V
E
＆
P
E
A
C
E
を
祈
っ

て
い
ま
す
。	

（
大
森
）

■
発
行
・
編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委　
員　
長　

水
梨　

伸
晃

副
委
員
長　

伊
藤　

知
子

委　
　

員　

石
原　

幸
雄

大
森　

和
夫

塚
原　

正
彦

出
澤　
　

大

加
藤　

政
之

〒
３
０
０
ー
１
２
９
２

　

牛
久
市
中
央
３
丁
目
15
番
地
１

℡
０
２
９
・
８
７
３
・
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
牛
久
市
議
会
事
務
局
）

「八戸ポータルミュージアム　はっち」「八戸ブックセンター」

●エスカード牛久ビル及び牛久シャトーの利活用の推進に関する調査特別委員会

市民の意見や要望を政策に反映することは議会の重要な役割である。
いなべ市では、議案に対する市民の意見を聴取し、集約した意見を委員会など
で論点整理を行い、取り扱いについて協議する。このプロセスが議員間での自
由で活発な討議を促し、議案の多面的な検討につながっている。議会側からの
提案や政策立案など、さらなる積極的な議会運営のために、こうした先進的な
取り組みは大変参考になるものであった。

いなべ市「委員会等での議員相互間の自由討議の先進事例」
半田市「議員提案による議案や条例の先進事例」

●議会運営委員会 三重県いなべ市、愛知県半田市（１月 20 日・21 日）

　両市とも広報と広聴活動を連携させるプランを策定している。広報（議会だより）においては市民参加型コンテン
ツなどの広聴へとつながる導線を意識的に設け、広聴においては活動により得た市民の声を議会内で集約・共有し、
その内容や活動状況について議会だよりに掲載することで、議会全体の透明性を高めている。当市議会においても広
報機能と広聴機能の連携を進めていきたい。

「広報広聴ビジョンについて」

●広報常任委員会

委員会の課題
　市民の意見を市政に反映させることが議会の役割であり、広報活動は議会
への認知、興味を高めるきっかけとなる。一方的な情報の発信となってしまっ
ている議会だよりを、双方向のコミュニケーションツールにすることで、議
会への信頼や関心を高めたい。

滋賀県大津市、甲賀市（１月 27 日・28 日）

青森県八戸市（１月 14 日）

特別委員会の調査内容
　牛久シャトーとエスカード牛久ビルは、牛久市のシンボルであり、ゲート
ウェイとしての役割を果たしている。特別委員会では、牛久駅から牛久シャ
トーのエリアをあらゆる人々に愛され、市民が誇りを語り合い、新しい富を
生み出す場にするために必要な方策を提示することを目標に、広い視野から
の検討が必要と考え、調査研究を行っている。

　八戸の両施設はいずれも「文化を育み、人をつなぐ場」として位置づけられている。「はっち」は市民活動や文化
芸術の交流拠点として、「ブックセンター」は読書文化と地域資源の発信拠点として、それぞれ独自の機能を持ちな
がらも共通して市民参加を重視している。
　牛久シャトーやエスカードビルの利活用を調査研究する上で大変参考になるものであった。
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